
ボン・ベートーヴェン交響楽団
Beethoven Orchester Bonn

これがベートーヴェンだ！

往年の巨匠達を魅了したドイツ伝統の響き。楽聖生誕の地ボンより待望の来日が実現！

ディルク・カフタン（指揮）
歌劇場を渡り歩くドイツ出身の実力派！
欧州各地で称賛を浴びるベートーヴェン演奏の権威

東京オペラシティコンサートホール
2020年6月17日(水) 19:00開演(18:30開場)
S席12,000円　A席10,000円
B席 8,000円　C席 6,000円（税込）※未就学のお子様の入場はご遠慮ください。

主催:テンポプリモ、サンライズプロモーション東京　後援:ドイツ連邦共和国大使館
テンポプリモ　http://www.tempoprimo.co.jp/
 　03-3524-1221（平日10時～18時）
イープラス　http://eplus.jp/
チケットぴあ　http://t.pia.jp/ 0570-02-9999（Pコード:171-449）
ローソンチケット　http://l-tike.com/ 0570-000-407（Lコード:33121）
東京オペラシティ チケット・センター　03-5353-9999
サンライズオンライン http://sunrisetokyo.com

一般発売日 2020年1月24日（金）プレイガイド

生誕250周年を告げる
「運命の動機」

オール・ベートーヴェン・プログラム
序曲

《エグモント》
交響曲

第5番《運命》
交響曲

第7番
＊当初の発表より、一部の曲目が変更になりました。　＊出演者、曲目、曲順は変更となる場合がございます。

 お問い合わせ テンポプリモ　　　　　　03‒3524‒1221 （平日10:00～18:00）　　www.tempoprimo.co.jp



「ベートーヴェン・イヤーに最高の公演を」

オリンピックで日本中が湧きたつ2020年は、楽聖ベートーヴェンの生誕250周年。そんな一生に一度とも言える記念すべき年に相応しい、最高の公
演が実現しました！
楽聖の生誕地ボンにおいて、100年以上の歴史を有するボン・ベートーヴェン交響楽団。巨匠アーベントロートや宗教音楽の大家グスタフ・ク

ラッセンスなどが音楽監督を務め、エーリッヒ・クライバーやベーム、チェリビダッケ、ヴァント、マズアなど巨匠達が度々客演を行ってきた、ドイ
ツの伝統を受け継ぐオーケストラです。指揮者のディルク・カフタンはドイツ出身で、現在このオーケストラの音楽監督を務めています。これまで
オーストリアのグラーツ歌劇場やドイツの古都アウグスブルク歌劇場の音楽監督を歴任してきた実力派のマエストロとして知られています。
今回、《エグモント》序曲や交響曲第5番《運命》、交響曲第７番と「傑作の森」と呼ばれ最も充実した時代の名曲が並び、本家本元のオーケスト

ラによるベートーヴェンが堪能できるプログラム。５年以上も前から記念イヤーのオファーが世界中から殺到し実現は不可能と思われた本公
演。これを聴かずしてベートーヴェン・イヤーは語れません！

ボン・ベートーヴェン交響楽団
Beethoven Orchester Bonn

1907年ボン市が地元のコブレンツ交響楽団と契約してボン市交響楽団が結成されたの
を楚とする。第一次大戦中には解散、再結成を強いられ、また第二次大戦時には本拠地
ベートーヴェンホールが空襲をうけて1959年の再建に至るまで苦難の時期を過ごすが、
この間も巨匠ヘルマン・アーベントロート、グスタフ・クラッセンス等歴代の指揮者が積極
的な演奏活動を行った。また、設立時の1907年のR.シュトラウスによる自作の公演をはじ
め、これまでにM.レーガー、ヒンデミット、プフィッツナー、E.クライバー、カイルベルト、
ベーム、チェリビダッケ、ヴァント、マズア等歴史上の大指揮者と共演を行ってきた。近年は
R.コフマン、C.ペリックを経て、現在はディルク・カフタンが音楽監督を務めている。主に
ベートーヴェンホールとボン歌劇場で年間150回もの公演を行うと共に、毎年9月に行わ
れるベートーヴェン音楽祭のメインオーケストラとしても活躍している。

ディルク・カフタン（指揮）
Dirk Kaftan, Conductor

1971年、ドイツ・マールブルク出身。ドイツとカナダで育ち、18歳にしてドイツ最古の街として知られるトリーア歌劇場に
コレペティトゥーアとして勤めた後、ドイツ・デトモルト音楽大学で学んだ。2006年、フィリップ・ジョルダン(現ウィーン
国立歌劇場音楽監督)など名匠が音楽監督を務めたオーストリアのグラーツ歌劇場の首席カペルマイスターに就任し、
さらに2013年からは音楽監督に就任。幅広いレパートリーに取り組み、公演はいずれも好評を博した。その他、ケルテ
スやブルーノ・ヴァイルなどが率いたドイツの古都アウグスブルク歌劇場の音楽監督を2009年から2014年まで務め
た。2017年、ボン・ベートーヴェン交響楽団とボン歌劇場の音楽監督に就任。以来、オーケストラの発展とレパートリー
の拡充に尽力し、様々な新しいプロジェクトを成功に導いてきた。2019/20シーズンにはベートーヴェンの歌劇「フィデ
リオ」の上演をはじめ、ベートーヴェンの生誕記念の様々なプロジェクトに取り組んでいる他、劇音楽「エグモント」で同
オーケストラとの初録音も行っている。これまでに、バイエルン放送交響楽団やベルリン放送交響楽団、リンツ・ブルッ
クナー管弦楽団、ブレゲンツ音楽祭におけるウィーン交響楽団、ハノーファー州立歌劇場、ウィーン・フォルクスオー
パー、デンマーク王立歌劇場などドイツを中心にヨーロッパの歌劇場やオーケストラに客演するなど、著しい活躍をして
いる。

楽聖のメモリアル・イヤーに実現した、本家本元のオーケストラによる来日ツアー！
ベーム、チェリビダッケ、ヴァントなど往年の巨匠たちに愛された伝統の響き

2020年
全国ツアー日程

6月12日(金)　福岡シンフォニーホール
6月13日(土)　アスティとくしま
6月14日(日)　河口湖ステラシアター
6月16日(火)　立川ステージガーデン

6月18日(木)　アクトシティ浜松 大ホール
6月19日(金)　ハーモニーホールふくい
6月20日(土)　所沢市民文化センター ミューズ アークホール

お問い合わせ先：サンライズプロモーション東京　0570-00-3337(平日12：00～18：00)、 ハーモニーホールふくい 0776-38-8288（6月19日福井公演のみ）詳細はこちらまで


